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20年11.12月号から3号連続で、識者のみなさん
から新型コロナがあらわにした問題についてご寄
稿いただきます。第2回目のテーマは「生活困窮
者支援」です。

特別企画 見つめなおそう
　「いま」の暮らし

自
律
と
は
、
物
語
の
創
造

自
律
と
は
、
物
語
の
創
造

到
来
と
同
時
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
第
三
波
が
深

刻
な
事
態
と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
失
業
者

数
は
7
万
人
（
20
年
11
月
／
厚
労
省
）を
超
え
、
自

殺
者
も
増
え
て
い
る
。
政
府
は
補
正
予
算
を
編
成

し
、
給
付
金
支
給
を
各
種
実
施
し
た
。こ
れ
で
何
と

か
持
ち
こ
た
え
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
が
、
給
付

だ
け
で
上
手
く
い
く
な
ら
ば
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
は
不
要
と
な
る
。
今
、
困
窮
者
支
援
が
試
さ
れ

て
い
る
。の

社
会
保
障
制
度
は
モ
ノ
と
金
の
給
付
の

仕
組
み
だ
と
言
え
る
。一
方
で
、
単
身
化
が
進
み
社

会
的
孤
立
が
拡
が
る
中
、ひ
と
り
に
し
な
い
支
援
と

し
て「
相
談
支
援
（
手
続
的
給
付
※
）」を
重
視
し
た

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

相
談
支
援
の
目
的
は
、「
自
律
」に
あ
る
。
個
人
が

自
分
の
生
き
方
を
選
択
で
き
る
た
め
に
条
件
整
備

す
る
―
―
そ
れ
が
社
会
保
障
で
あ
り
、
人
を
、
保
護

さ
れ
る
べ
き
客
体
で
は
な
く
自
分
の
物
語
を
紡
ぐ
主

体
と
捉
え
る
。モ
ノ
と
金
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、モ
ノ
が「
物
」で
終
わ
る
か「
物

語
」と
な
る
か
が
重
要
だ
。モ
ノ
に
人
が
関
わ
る
こ

と
で
物
語
は
生
ま
れ
る
。三
密
回
避
を
理
由
に
モ
ノ

（
給
付
）の
み
で
終
わ
る
か
、そ
れ
と
も
こ
の
現
状
に

お
い
て
も
人
が
支
え
る
と
い
う
事
を
確
保
で
き
る

か
。
困
窮
者
支
援
は
、
問
わ
れ
て
い
る
。

奥田 知志さん
東八幡キリスト教会牧師。NPO法人抱樸(旧北九州ホームレス支援
機構)理事長。福岡県北九州市において、3,400人（2020年11月
現在）以上のホームレスの人 を々自立に導く。近著『「逃げおくれた」
伴走者　分断された社会で人とつながる』(本の種出版)。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
困
窮
者
支
援

に
お
い
て
も
、こ
の
本
質
的
問
い
は
成
立
す

る
。モ
ノ
の
供
給
で
終
わ
る
か
、
生
活
を
基
盤
と
し

た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
る
物
語
の
創
造
に
ま

で
至
る
か
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
一
層
鮮
明
に
突
き
付

け
ら
れ
た
課
題
だ
と
思
う
。

は
深
刻
さ
を
日
々
増
し
て
い
る
。
今
後
、
居

住
を
失
う
人
が
増
え
る
の
は
必
至
だ
。
住
居
確
保
給

付
金
は
ひ
と
ま
ず
延
長
さ
れ
た
が
、そ
れ
も
こ
の
春

に
終
わ
る
。昨
年
は
4
千
人
程
度
だ
っ
た
利
用
者
が
、

す
で
に
10
万
人
を
超
え
た（
20
年
11
月
／
厚
労
省
）。

住
宅
は
す
べ
て
の
基
盤
で
あ
る
。そ
し
て
そ
れ
が
ハ
ウ

ス（
物
）に
留
ま
る
か
、あ
る
い
は
ホ
ー
ム（
関
係
の

基
盤
）と
な
る
の
か
。こ
れ
も
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
前
か

ら
あ
る
本
質
的
課
題
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
と
向
き

合
う
日
々
が
続
く
。つ
ら
い
が
、一
方
で
大
切
な
も
の

を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。

冬
の

従
来

事
態

生
協

「生活困窮者自立支援制度」
について、
詳しくは県のHPへ

「生活クラブ神奈川の
生活困窮者支援」は
10~11ページ、またはHPへ

※

手
続
的
給
付…

…

従
来
の
現
金
・
現
物
給
付
支
援

に
対
し
て
、本
人
の
暮
ら
し
全
体
を
捉
え
、時
間
軸

も
意
識
し
な
が
ら
継
続
的
な
関
わ
り
を
行
う
た
め
の

相
談
支
援
の
こ
と
。支
援
者
と
本
人
が
つ
な
が
り
関

わ
り
合
い
な
が
ら
、本
人
と
周
囲
と
の
関
係
を
拡
げ

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
、『
社
会

保
障
再
考
〈
地
域
〉
で
支
え
る
』　(

早
稲
田
大
学
／

菊
池
馨
実
教
授
、岩
波
書
店)

を
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

このコーナーでは、生活クラブ神奈川が取り組む活動について紹介しています



くらしに役
立つ生活クラブの

情報をお
届けします♪

問
合
せ

☎045-620-0734（月～金：9：30～18：30）
　  kurashi.support@s-club.coop

W.Co Lavoriが担う、組合員限定の家事代行サービス「生活クラブ・くらし
サポート」。自宅に伺うサービスだからこそ、組合員の「困った……」が見え
ることも。そんなとき、地域の様々な団体・機能を紹介しています。くらしサ
ポートを通じて組合員の生活が豊かになっていく例をご紹介します。

おうちにあるもので簡単おやつ

母が組合員で消費材を食べた記憶があり、
ある日ポストに入っていたチラシを見て懐
かしいと思いました。ちょうど出産したばか
りだったのと東日本大震災のあとで食や環
境に不安があったので、まずは配達で加
入。その後、引っ越しを機にデポーに再加
入しました。

スーパーでの買い物はどれが良くてどれが悪いの
かわからないストレスがありました。加入後はその
ストレスから解消され、たまにスーパーで買うとき
も割り切れるようになりました。また利便性でなく、
環境や自分と家族の体に優しいかどうかで物を選
ぶようになりました。

加入のきっかけを教えてください

生活クラブに加入して、
くらしに変化はありましたか？

❶ 鍋に☆を入れてよく混
ぜてから火にかける。
ヘラで混ぜ続け、ねば
りが出てきたら焦げな
いように弱火にして2分
ほど練り混ぜる。

情報

レシピといっしょに「ビオサポ」関連
情報（栄養素など）を紹介します。

きな粉 ………………大さじ1
☆ 片栗粉 ………… 大さじ3
☆ 素精糖 (またはグラニュー糖)
……………………… 大さじ2
☆ 牛乳 …………………… 1カップ
● 黒糖かちわり(刻む)… 50g
● 水 …………………  1/4カップ

材料 (4人分)

かぼちゃ…………………70g
パウダーチーズ…… 大さじ5
ミックスハーブ ……… 少々 

材料

消化器が未熟で胃も小さい幼児は、3回の食事で摂
りきれない栄養をおやつで補う必要があります。お
やつ=お菓子と思いがちですが、スティック野菜・
電子レンジでふかしたお芋・ヨーグルトやチーズな
どの乳製品もおすすめです。詳しくはHPへ

家事代行
サービス たすけあいたすけあいくら

しサポ
ートがつなぐ

作り方

作り方

簡単おやつ心も身体も満足！おうちにあるもので

生活クラブ・くらしサポート

牛乳もち

● 2012年4月加入

湘南　ひらつか西海岸デポー
神野 祥子さん

2位 白だし

とにかく美味しい！
スーパーでこの値段、
このクオリティーを見
つけるのは無理だと
思います。

1位 紅茶ティーバッグブルンジ

お片付け・お掃除・お料理など、組合員限定家事代行サービス

エッコロ共済にプラス100円 /月で加入できる、
たすけあいの仕組み。利用者がサポートを申し
込むと、地域のコーディネーターが手助けする
「サポーター」を探してつないでくれます。
　　　　　　　　　　 ※詳しくは12ページへ

私 と 生活クラブ

しょうがシロップ
『ジャラはちみつ』(デポー
で取り組み)と冬はお湯、
夏は炭酸で割って飲むの
が◎　ちょっと喉が痛むと
きは朝これを飲めば治る
ので、家族のお守り的存
在です。

冷蔵庫にないと
不安。うどん・お
でん・チャーハン
や、隠し味に欠
かせません。

3位

ぷるぷる食感のやさしい味
自然な甘味に満足感アップ

❷ ❶に十分にねばりが出たら、スプーンで
一口大にして冷水に取る。

❸ 耐熱ボウルに ● を入れ、電子レンジで
500W・ 2分加熱する。いったん取り出し
て全体を混ぜ、さらに1分30秒加熱する。

❶ かぼちゃは種とワタを取
り除き薄切りにする。耐
熱容器に並べ、ラップを
せず に電 子レンジで
500W・1分加熱する。

❷ フライパンを弱火で熱し、パウダー
チーズを小さじ2強ずつ円形に薄く
広げる。チーズが香ばしく溶け出し
たら❶を1切れずつのせて、ミック
スハーブをふって取り出す。

❹ 器に水気をきった❷を盛り、❸ときな粉を
かける。

バトンタッチ

どうせならコモンズ
(配達を利用する組合
員組織)運営委員長の
経験を活かしたいなと、
引っ越してからワー
カーズ※として働き始
めました。
デポーの魚は4歳の息
子も食べてくれるくら
い新鮮です ！

※とろみをつけるには、全体に熱を行きわたら
せるのがポイント。常に全体を撹拌して火を
通しましょう。

＊ビオサポ：生命を意味する「BIO」
と「美を」をかけ、生命力にあふ
れた健康な食生活をサポートし
ていく、という意味の生活クラブ
の造語

ビオサポレシピサイト→

かぼちゃチーズチップ

昨年の緊急事態宣言解除後
に、3人目の出産を控えてい
た横浜市在住のOさん。上の
お子さん二人も保育園には
預けられない状況で、産後の
家事に不安がありました。

W.Co Lavori
原田さん

くらしサポートのサービスは、とても丁寧でした。窓の
下やトイレの奥の汚れまで綺麗に、料理後のキッチン
はピカピカ ！ 赤ちゃんが寝ている間に、どうしても買い
物に行きたい30分間だけ、掃除をしながら見てもらう
事もできました。また、料理サービスで作っていただい
たお料理がとても美味しかったです。いつも遊びなが
ら食べていた子どもが、すごい勢いでミートボールや
サラダを平らげたのには驚きました。

産後を安心して過ごせました

実家の親も頼れず、市の産後
支援ヘルパー事業は産後に役
所に行かないと手続きできず、
すぐに対応してくれたのが
くらしサポートでした

エッコロプラス

エッコロプラスへ

ママ友とのたすけあいも
良いですが、 年齢が違う
人とのつながりをつくれ
ると安心ですね。

Oさん
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※ワーカーズって？
　詳しくは
　2～4ページへ

上の子ども2人をお風呂に
入れているときの、赤ちゃん
の見守りをお願いしようかな

お家の中は綺麗に整理されてい
たので、 「一人で掃除するにはあ
と一歩及ばず」 のところの掃除
を心がけました。 また、 これから
周りにサポートしてもらえる関係
性を作る事が必要ではないかと、

エッコロプラスを紹介しました



※写真は2019年以前のもの

NPO法人W.Co協会
岡田 百合子さん(右)

さがみ生活クラブ理事
佐藤 英二郎さん(左）

※「協同組合の発展に貢献
し得る優れた実践及び
その記録」に対して贈ら
れています。

生活困窮者支援事業
自分たちで解決する地域の問題としての “意識”と “参加” 

　生活クラブでは、ソーシャルインクルーシブな社会
(誰もが暮らしやすい社会)を目指した活動を組合員
参加で多様に進めています。コロナ禍や災害などによ
る経済的な打撃によって、明日の生活が一変してしま
う社会情勢で、以前より困窮者問題への認識は高まっ
ているのではないでしょうか。
　2016年度より神奈川県や神奈川県市町村から、生
活困窮者支援事業を受託しています(右記表)。特に
生活クラブ神奈川、地域生協、NPO法人W.Co協会の
〝共同企業体〟による就労準備支援事業は、困窮者支
援を地域で解決するために「生活者・市民」である組
合員が市民参加の途を拓いた、〝市民参加モデル〟と
言えます。

　

就
労
支
援
は
、
働
く
意
欲
が
あ
り
な
が
ら

就
労
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
に

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
社
会
的
な
自

立
を
促
す
支
援
で
す
。

　

座
間
市
や
足
柄
下
郡(

真
鶴
町
・
湯
河
原

町
・
箱
根
町)

で
実
施
し
て
い
る
就
労
準
備

支
援
事
業
は
、
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
基

づ
く
事
業
な
の
で
期
間
・
年
齢
な
ど
条
件
が

あ
り
ま
す
が
、
地
域
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
ひ
き
こ
も
り
経
験
が
あ
る
若
者
が

多
い
座
間
で
は
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
自
信

回
復
を
め
ざ
す
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多

く
、
高
齢
な
利
用
者
が
多
い
湯
河
原
で
は
、

ひ
き
こ
も
ら
な
い
よ
う
社
会
参
加
を
め
ざ

す
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
中
心
で
す
。

　

社
会
の
一
員
と
し
て
地
域
で
暮
ら
す
た

め
に
は
「
は
た
ら
っ
く
・
ざ
ま
、
ゆ
が
わ
ら
」

の
支
援
だ
け
で
は
限
り
が
あ
り
、
地
域
で
の

見
守
り
や
困
っ
た
時
に
相
談
で
き
る
人
の

存
在
が
必
要
で
す
。
利
用
者
に
と
っ
て
は
暮

　

2
0
1
7
年
10
月
か
ら
、
生
活
ク
ラ
ブ
神

奈
川
・
N
P
O
法
人
W･

Co
協
会
・
さ
が
み
生
活

ク
ラ
ブ
は
「
共
同
企
業
体
」
と
し
て
、
座
間
市

就
労
準
備
支
援
事
業
を
受
託
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
担
当
理
事
を
置
き
定
期
的
に
連

絡
会
を
開
催
、
活
動
を
共
有
し
て
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
多
く
は
ひ
き
こ
も
り
生
活
が
長

く
、「
家
庭
」
で
の
生
活
体
験
や
学
習
体
験
が

少
な
い
若
者
で
す
。
私
た
ち
は
普
段
気
が
つ

か
な
い
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
抱
え
た
若
者
が
、

地
域
に
お
お
ぜ
い
い
る
と
い
う
事
実
を
知
り

ま
し
た
。
同
じ
地
域
に
住
む
〝   

お
ば
さ
ん 

〞

〝   

お
じ
さ
ん 

〞
と
し
て
、
季
節
の
行
事(

ひ

な
祭
り
・
七
夕
・
ク
リ
ス
マ
ス)

へ
の
協
力
や

特
別
講
座
の
講
師
を
担
い
ま
し
た
。
ま
た
デ

ポ
ー
や
セ
ン
タ
ー
で
は
実
習
受
け
入
れ
を
行

い
、
さ
が
み
生
活
ク
ラ
ブ
全
体
で
関
わ
り
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
デ
ポ
ー
の
W
・
Co

メ
ン
バ
ー
に
な
る
な
ど
、
活
躍
の
場
を
見
つ

け
て
「
は
た
ら
っ
く
・
ざ
ま
」
を
修
了
す
る
若

者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
抱
え
た
若
者
た
ち
に

は
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
や
見
守
っ
て
く

れ
る
大
人
た
ち
が
必
要
で
す
。
今
後
と
も
組

合
員
の
理
解
と
関
わ
り
を
広
げ
て
い
く
こ
と

で
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

　

湘
南
生
活
ク
ラ
ブ
で
は
、
2
0
1
9
年
初
頭
に

足
柄
下
郡
で
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
取
り

組
み
の
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
地
域
調
査
や
学

習
会
か
ら
、
湯
河
原
町
の
生
活
保
護
受
給
率
が
県

内
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
高
齢
化
率
が
高
く
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
も
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
支
援
が

必
要
な
地
域
で
あ
る
な
ら
ば
、
組
合
員
・
市
民
参

加
で
生
活
困
窮
者
支
援
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
、
と
い
う
の
は
「
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
す
生
活
ク
ラ

ブ
な
ら
で
は
の
決
定
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
「
は
た
ら
っ

く
・
ゆ
が
わ
ら
」
で
は
居
住
支
援
の
利
用
者
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
10
月
か
ら
は
県
の
独
自
事

業
で
始
ま
っ
た
中
学
生
の
学
習
支
援
の
会
場
と
し

て
、「
は
た
ら
っ
く
・
ゆ
が
わ
ら
」
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

公
助
の
仕
組
み
だ
け
で
は
「
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
度
の
生
活
」
を
送
れ
な
い
人
た
ち
が
地
域

に
数
多
く
い
る
の
が
現
実
で
す
。
そ
の
現
実
を
知

り
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
参
加
す
る
と
い
う
地
域
で

の
共
助
の
活
動
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
月
２

回
の
「
居
場
所
・
サ
ロ
ン
」
の
活
動
は
、
地
域
の
組

合
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

域
の
組
合
員
参
加
が
増
え
る
こ
と
で
、「
は
た

地
域
の
組
合
員
の
参
加
が
あ
っ
て

こ
そ
実
現
す
る
地
域
共
生
社
会

はたらっく・ざま

はたらっく・ざま

2017年度より開始

2019年度より開始

はたらっく・ゆがわら

はたらっく・ゆがわら

上記就労準備支援のほか居
住の確保、安定のための支援
を同時に実施

組合員の参加・参画で実施している5事業（2020年度実績）
受託事業名 活動内容 組合員の参画

神奈川県
生活再建支援

多重・過剰債務者の生活再
建支援を目的に電話相談と
面接相談を実施

生活再建支援員(5人)

神奈川県
家計改善支援
(町村域)

生活困窮者、生活保護受給
者の借金の整理、家計の見
直し、お金の使い方などを
支援

家計改善支援員(3人)
新たに6人研修

綾瀬市
家計改善支援

綾瀬市在住者を対象に上記
支援を実施

上記家計改善支援員が
対応(1人)

座間市
就労準備支援

生活困窮者、生活保護受給
者への講座・実習などで就
労・社会生活自立支援 ・共同企業体として地

域生協が運営に参画
・ボランティア参加多数足柄下郡

就労準備・居住の
安定確保支援

さがみ生活クラブ理事長
矢野 克子さん

NPO法人W.Co協会
(前湘南生活クラブ理事長)

柏木晶子さん

活
動
を
通
し
て
見
え
た
地
域
の
課
題
と
地
域
の

組
合
員
の
多
様
な
か
か
わ
り

一
人
ひ
と
り
が
現
実
を
知
り
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
か
ら
参
加
す
る
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

組合員講師による

クッキーづくり

就労準備支援利
用者がボランティ
ア活動で作成した
メモ帳

組合員寄付の
プレゼントが
当たるビンゴ
ゲーム

生活クラブ神奈川が
取り組む

生活困窮者支援事業

活動紹介

ら
し
の
中
に
挨
拶
す
る
人
、
知
り
合
い
が

い
る
だ
け
で
、
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　

共
同
企
業
体
で
受
託
し
て
い
る
事
業
の

強
み
は
、
座
間
や
湯
河
原
に
組
合
員
が
い

る
こ
と
で
す
。
専
門
家
の
支
援
で
は
な
く
、

市
民
＝
組
合
員
の
参
加
・
協
力
が
あ
る
こ

と
で
、
困
窮
者
自
立
支
援
の
目
的
で
あ
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
確

信
し
ま
す
。
今
後
は
本
来
の
事
業
に
加
え

て
、
地
域
の
事
業
所
づ
く
り
や
た
す
け
あ

い
の
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

(

N
P
O
法
人
W
・
Co
協
会　

副
理
事
長

岡
田 

百
合
子 

記)

☎ 045-472-8101 月～金・祝 9:00 ～ 17:00たすけあいネットワーク事業部(担当：小畑)
10～11ページに
関する問い合わせ

創
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

ら
っ
く
・
ゆ
が
わ

ら
」
の
活
動
は

さ
ら
に
豊
か
に

な
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。

サポーター学習会

クリスマス会

生活訓練講座(洗濯Tシャツたたみ)

サロンの様子
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組合員の参加でつくるたすけあいの取り組みを紹介します

2021年 1・2月号 122021年 1・2月号13

　ちょっとした困りごとへのたすけあいを広げようと、エッコロ
共済の生活保障のオプションとして、コーディネート機能を持つ
“エッコロプラス” (掛金100円／月)を創設して5年目。全コモ
ンズ・デポーが取り組み、それぞれの地域でたすけあいが広がり
ました。これまでの利用申請件数は、9,000件以上に上ります。
　しかし、今年は新型コロナ感染を懸念して、利用者や参加者
が減ってしまいました。新型コロナによって「ちょっとお願い」
と気軽に頼みにくい今だからこそ、私たちはこのしくみをもっと
おおぜいの組合員に広げる必要があるのではないでしょうか。

フリーダイヤル(共済事務局)
に電話し利用申請をします1

2

3 4

共済事務局が
地域の
コーディネーター
に連絡します

コーディネーターが
サポーターを探します

サポーターが利用者の
サポートに行きます

書類またはWEBで申込を受け付けます
◆ 加入申込書に記入して、配送組合員は配達担当者へ、
デポー組合員はデポーに提出

WEB加入で
「エコバッグミニ」

プレゼント！

詳しくはHPへ

☎ 0120-311-543
(月～金・祝 9:00 ～17:00)

いまこそ、おおぜいの参加が必要です

◆ HPからWEB加入
※加入申込書はHP
からダウンロード
してください

   た
だい
ま加入キャンペーン実施中

    

賛同
する人

！　利用する人！　サポートする人！

問い合わせ

フリーダイヤル 加入したい
方は…

エッコロプラス
掛金100円で
組合員と組合員が
支え合うしくみです

今すぐ簡単♪

このしくみに賛同する人・利用する人・サポートする人をおおぜいに！！

　地域には高齢の方が多く、ママは「孤育て」に
なってしまいがち。高齢の方には、草むしり・電球の
取り換え・衣替えの手伝いなどが、子育て中の方に
は、幼児の見守り・美容院などリフレッシュの時間
がと、ちょっとした手助けが求められています。
　地域(コモンズ・デポー )の委員会では多くの組合
員に知ってもらうため、たすけあいの事例や利用者・
サポーターの感想を広報紙で紹介する他、組合員に
なったばかりの方向けに「エッコロ講座」を開催し、 ユニオン共済たすけあい委員

横浜みなみ理事　谷本 治江

● 妊娠中、小3までの子どもがいる
● 18歳以下の子どもがいる母(父)  
    子家庭
● 障がい児、障がい者が家族にいる

交流の中で生活クラブの「たすけあい」を話題
にしてきました。講座でサポーターと知り合
い、利用に結びつくこともあります。
　エッコロプラスを利用した組合員からは、
「近くの組合員と知り合いになれた」「組合員ど
うしなので、安心感がある」などの声が多く聞
かれます。身近な地域の中で「おたがいさま
のたすけあい」として拡げられるのがエッコロ
プラスです。

エッコロプラス利用の流れ

利用者として登録できる人

※上記のいずれかに当てはまる人が利用できます

● 要介護認定者が家族にいる
● 加入者本人が70歳以上
　 (独居は65歳以上)






